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研究成果の概要（和文）：本研究では、放送映像において特定の事物(人物、場所、商品、特定の資料映像等)の
出現頻度やその時間展開等を解析することにより、社会における様々なイベント(景況、スポーツなどの祭典、
災害、事件等)に関連する情報をセンシングする基盤技術について検討を行う。具体的には、大規模放送映像ア
ーカイブから事物を自動検出・同定する事物マイニング技術と、放送映像空間における事物の分布の多面的な分
析を可能とする社会センシング基盤技術について検討する。特に事物マイニングは挑戦的な課題であり、大局的
整合性判定による高精度かつ飛躍的に高速な手法の実現を目指す。

研究成果の概要（英文）：We study and develop technology suite for social sensing to evaluate events 
in our society (financial situation, sports events, disasters, accidents, etc.) by analyzing 
temporal exploration and frequencies of objects (person, location, products, file footage, etc.) in 
broadcast video archives.  In concrete, we study object mining technique to detect and identify 
objects in large-scale broadcast video archives, and social sensing technology suite to accomplish 
multi-facet analysis of the occurrences of the objects in the space of broadcast video archives.  
Especially, object mining is a challenging topic, and we address significant performance and 
efficiency boost by global consistency checking.

研究分野： マルチメディア検索
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１．研究開始当初の背景 
放送映像は、万人が視聴している情報であっ
て社会に対する影響が大きく、また社会で起
きている事物を基本的に偏りなく提供して
いる情報源であり、かつ社会が要請している
情報を提供することを使命としているメデ
ィアであり、社会で起きている事物のセンシ
ングには最適の情報源である。放送映像の解
析には、社会学分野において広く用いられて
いるように、研究者が番組を一つ一つ視聴し
て子細な情報を分析する方法もあるが、放送
映像中の事物(人物、場所、物体、特定の資料
映像等) が検出・同定できれば、こうした事
物や関連イベントの放送映像空間(チャンネ
ル・番組・時間によりなる空間) 中での分布
が観測でき、単に放送映像を視聴していただ
けでは分からない、隠れた関連性や影響解析
が可能となる。例えば、選挙公示期間の候補
者の放送中での露出回数と選挙結果の相関
解析などは有効な社会センシングであり、わ
れわれもブログと放送映像の間の同一物体
や同一資料映像の共起に基づく相互影響解
析による社会分析の有効性を実証済みであ
る。そこで本研究では、大規模放送映像アー
カイブから事物を自動検出・同定する事物マ
イニング技術と、放送映像空間における事物
の分布の多面的な分析を可能とする社会セ
ンシング基盤技術の実現を目指す。特に大規
模放送映像アーカイブからの事物(物体) マ
イニングの実現は学術的貢献が大きい。 
 
２．研究の目的 
われわれの有する物体検索技術に基づき、新
たに検討する大局的な整合性による頑健で
飛躍的に高速な事物マイニング技術を実現
する。また、その結果並びに開発済みのコマ
ーシャルマイニング並びに顔マイニング結
果を利用し、放送映像空間における事物の分
布の解析に基づく社会センシング基盤技術
を実現し、社会における事象の効果的なセン
シングが可能であることを示す。 
 
３．研究の方法 
本課題を構成する大規模放送映像における
事物マイニング技術と、放送映像空間におけ
る事物の分布の解析による社会センシング
基盤技術について以下のように検討を進め
た。1) 事物マイニング技術については、時
間的並びに空間的整合性を考慮に入れた大
局的整合性判定に基づく高精度かつ高速な 
手法の実現を目指した。2) 社会センシング
基盤技術については、コマーシャルマイニン
グ技術と顔検出・照合技術とも合わせ、検出
した事物の放送映像アーカイブ空間中での
分布に基づく可視化、並びに事物の分類や関
連性の解析を行うマイニング技術について
検討した。 
 
４．研究成果 
(1) 大域的時間整合性を判定する映像表現

Temporal Embedding 
大域的時間整合性を判定する映像表現
Temporal Embedding(TE)を考案した。本手法
では、映像を構成するすべてのフレーム画像
の画像特徴量とその時間情報とをあわせて
表現しうる temporal matching kernel法と、
それらを統合して映像に対する統合した特
徴表現とするための explicit feature map
法とを組み合わせ、映像の長さによらず、あ
らゆる映像について一定長の特徴表現とし
ながら、映像同士の照合時には初号するセグ
メントの時間オフセットの存在にかかわら
ず照合可能であり、あわせてそのオフセット
まで推定できる方法を考案した。さらには、
TE に基づく仮想レレバンスフィードバッ
ク法、画像検索における幾何整合性判定と
同様の時間整合性判定法に基づくポストフ
ィルタリング、複数周期の統合法等、様々
な映像照合精度向上技法について広範に検
討を行い、高速・高精度の事物マイニング
を実現するための根幹を確立した。なお、
本成果はマルチメディア分野の最高峰の国
際会議 ACM Multimedia に採択され、発
表を行っており、国際的にも高く評価され
た。 
 
(2) Multiplex Network に基づくニュース映
像の関連性解析と可視化 
数年間にわたるニュース映像アーカイブを
解析し、単純なルール（同じショットに出現、
同じトピックに出現、等）で政治家同士を関
連付け、全体をグラフ構造で表現し、可視化
することにより、各政治家の特徴、勢力の時
間変化、内閣や政党との関連性などを効果的
に可視化するツールを構築した。またこのグ
ラフに対しグラス信号処理を適用すること
により、政党(政権与党か野党か)の自動推定
が可能であることを示した。なお、本成果は
IEEE Transactions on Multimedia 等に採択
され公表しており、国際的にも高く評価され
た。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
図 1. ニュース映像中の人物の関連性可視化

ツール 
 
(3) 識別機適応型量子化に基づく転置索引
による超高速物体検索 
大量の画像・映像情報から指定した物体を高
精度・高速に検索する技術を実現した。デー
タベース中の大量の画像・映像に対し、各画
像やフレーム画像ごとに大量に(数千程度)



算出した物体候補領域に対応する深層学習
特徴量を算出し、事前に索引構造に格納する
ことにより、検索時には高精度かつ高速な処
理を実現した。索引構造に格納するために、
新たに開発した識別機適応型量子化を利用
しており、索引構築時には検索対象のクラス
が未知であっても、検索時に効果的に候補の
絞り込みが可能となっている。本技術により、
10万枚の画像から指定した物体を100ms程度
で検索可能となった。なお、本成果は、コン
ピュータビジョンの難関国際会議 ECCV に採
択され発表を行っており、国際的にも高く評
価された。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 2. 識別機適応型量子化に基づく転置索引

による超高速物体検索 
 
(4) 番組視聴率と放送映像内容解析の統合
による視聴者行動マイニング 
一年分の放送映像アーカイブに様々な画像
意味解析や自然言語処理等を施し、視聴率情
報と組み合わせて解析し、視聴率が顕著に上
下している個所の画像・言語情報の傾向を解
析し、視聴者の行動の理由をマイニングによ
り解き明かすツールを開発した。視聴率の顕
著な変化をイベントととらえ、各イベントの
理由を解明することが目的だが、単一のイベ
ントのみでは原因を絞り込むことが難しい。
そこで、本システムでは、同様のイベントを
様々なフィルタリング技術で集め、それらに
共通にみられる画像意味解析や自然言語処
理の結果のパターンを可視化することによ
り、効果的なマイニングを実現している。な
お、本成果は国際会議 ISM にて Best Paper 
Honorable Mention を受賞し、また IEEE 
Multimedia にも採択され発表しており、国際
的にも高く評価された。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 3. 視聴者行動マイニングシステム 
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